
　放送ライブラリーに保存された放送番組を大学の教育、ジャーナリズム教育のために、どのように活用することが
できるのか。早稲田大学ジャーナリズム教育研究所（花田達朗所長）と放送ライブラリー（運営：放送番組センター）は、
３年計画で共同研究を行っています。本年 3月に共同研究の中間発表を行い、今回は研究会メンバー全員により、
公開授業を開講致します。この公開授業を踏まえて更に各テーマの教材内容を高めていく計画です。大学生を対象に
致しますが、大学の教員や研究者等にもご参加頂き、ご意見、ご要望などを参考にさせて頂きたく願っております。
皆様のご参加をお待ちしております。

放送番組を活用した授業を体験してみませんか。各講座内容は、現代社会や日本の歴史、
戦争、出来事など、社会的記憶や事象などを考える上で、キーワードとなるテーマです。
各分野のご専門の講師陣により、放送番組の視聴を通じての分かりやすいアプローチが展開
されます。

放送番組の森研究会・第2回公開研究発表会

『放送番組を活用するジャーナリズム教育の試み 
 －研究会メンバーによる公開授業』

■ 受講対象者	 �大学生が対象となります。大学の教員、研究者等の方はオブザーバー参加ができます。受講は、3日間連続、
	 又は1日単位となります。受講希望欄に受講を希望する日をご記入下さい。
■ 応募方法	 �定員は40～ 50名で、定員になり次第締め切ります。お申込み方法は裏面をご参照下さい。

■ 日 時：2011年11月18日（金）19日（土）20日（日）
■ 会 場：横浜情報文化センター７階大・小会議室など 
■ 主 催：早稲田大学ジャーナリズム教育研究所・放送番組の森研究会
　　　　　                      （財）放送番組センター・放送ライブラリー
授業日程 ※各日程の最初の授業の30分前から受付を開始します。

14:40 ～ 14:50（10 分） 開講挨拶：花田達朗・「放送番組の森研究会」座長

14:50 ～ 16:20（90 分） 第１講：大石泰彦・青山学院大学法学部教授
　『犯罪の樹』　犯罪に向き合うメディアの姿勢を見直す。

　休憩（10 分）

16:30 ～ 18:00（90 分） 第２講：伊藤　守・早稲田大学教育・総合科学学術院教授
　『失業の樹』　テレビ番組を通して失業という深刻な社会問題を考える。

　休憩（10 分）

18:10 ～ 19:40（90 分） 第３講：野中章弘・アジアプレス代表、立教大学大学院特任教授
　『アフガン・イラク戦争の樹』　現代の戦争報道を検証する。

10:20 ～ 10:30（10 分） 第２日目ガイダンス

10:30 ～ 12:00（90 分） 第４講：安藤裕子・早稲田大学非常勤講師
　『ヒロシマ・ナガサキの樹』“ グローバルヒバクシャ ” の視座の獲得とは。 

　昼休み（60 分）

13:00 ～ 14:30（90 分） 第５講：烏谷昌幸・武蔵野大学政治経済学部専任講師
　『原子力の樹』　福島原発検証番組を通してリテラシーを考える。

　休憩（10 分）

14:40 ～ 16:10（90 分） 第６講：林　怡蕿・仙台大学スポーツ情報メディア学科准教授
　『華僑の樹』　中国と台湾の歴史からみる “ 華僑 ” を考察する。

　休憩（10 分）

16:20 ～ 17:50（90 分） 第７講：花田達朗・早稲田大学教育・総合科学学術院教授
　『沖縄返還密約の樹』　どのようにジャーナリズムは敗北したか。

10:20 ～ 10:30（10 分） 第３日目ガイダンス

10:30 ～ 12:00（90 分） 第８講：別府三奈子・日本大学法学部准教授
　『ベトナム戦争の樹』　テレビ時代初の “ お茶の間でみる戦争 ” を考える。

　昼休み（60 分）

13:00 ～ 14:30（90 分） 第９講：藤田真文・法政大学社会学部教授
　『BC 級戦犯の樹』　BC 級戦犯たちの忘れられた事実と歴史を問う。

　休憩（10 分）

14:40 ～ 16:10（90 分） 第 10 講：小林直毅・法政大学社会学部教授
　『水俣の樹』　告発し、人間として問う「水俣」を見る。

16:10 ～ 16:20（10 分） 終了挨拶：花田達朗・「放送番組の森研究会」座長
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交通アクセス
みなとみらい線「日本大通り」駅 情文センター口直結
ＪＲ根岸線・横浜市営地下鉄「関内」駅 徒歩１０分
横浜市営バス「日本大通り駅県庁前」バス停 徒歩１分
首都高速「横浜公園」出口 車３分

お申込み方法
● ��ＦＡＸでの申し込みは、上記の申込書に必要事項をご記入のうえ、送信して

下さい。
● �放送ライブラリーホームページの「イベント案内」からお申込みいただけます。

必要事項をご記入下さい。
　※メール、ＦＡＸ等で受講日時、会場等を記載した「受講整理券」をお送り致します。
　※ご提供頂いた個人情報は本件のみに使用させて頂きます。

■ �放送ライブラリーは、放送法の指定を受けた、わが国唯一の放送番組専門のアーカイブ
施設で、ＮＨＫ、民放、放送大学で放送されたテレビ・ラジオ番組、ＣＭを収集・保存し、
2 万本の一般公開を行っています。視聴フロアには研究者ブースも設置されています。

■ 公開番組や企画展、セミナー等の各種催しは、ホームページ http://www.bpcj.or.jp/
　で紹介しています。
■ お問い合わせ	 （財）放送番組センター・業務部
	 電話 045-222-2828　FAX 045-641-2110

第 2 回公開研究発表会「公開授業」参加申込書　　FAX 045-641-2110FAX

受講希望日 □１１月１８日　　□１１月１９日　　□１１月２０日　□欄に□して下さい

氏　名
（ふりがな）

住　所

自宅    〒　　　　—

電　話
自宅・携帯

　　　　（　　　　） FAX
自宅

　　　　　（　　　　）

E メールアドレス

職　業
　※�大学・学部名、団体名、
　　 ご所属、役職 名等を
　　ご記入下さい

① 大学・学部・学年（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② 大学教員 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③ 団体・役職（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　　　　　　　）

参加動機
（この公開授業に期待すること等）

この研究発表会を何で

お知りになったか、

○をお付け下さい

① 教授等からの紹介（教授名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② 案内チラシを見て　　　　　　③知人・友人の紹介

④ 放送ライブラリーのホームページで知った

⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　）


